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やなぎさわ　はるか

横浜市立大学助教授、東京大学東洋文化研究所教授、千葉大学法経学部教授など
を経て、現在、東京大学名誉教授。南インド農村社会の歴史的な変動やインドの
手工業や環境問題を研究。

　

一
九
七
九
年
か
ら
一
九
八
一
年
に
か
け
て
、
日
本
・

イ
ン
ド
の
合
同
研
究
チ
ー
ム
は
、南
イ
ン
ド
の
タ
ミ
ル
・

ナ
ー
ド
ゥ
州
テ
ィ
ル
チ
ラ
ー
パ
ッ
リ
県
の
数
村
の
社
会

経
済
的
な
調
査
を
行
っ
た
。
一
米
作
村
落
の
調
査
を
担

当
し
た
筆
者
も
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
同
一
村
の
再
調
査

を
行
っ
た
。
二
十
数
年
間
の
変
化
と
し
て
最
初
に
気
が

つ
い
た
の
は
、
指
定
カ
ー
ス
ト
の
街
区
の
家
屋
の
変
化

で
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
に
は
、
一
〇
〇
世
帯
ほ
ど
の

こ
の
街
区
で
数
世
帯
を
除
い
て
、
人
々
は
泥
壁
の
家
に

住
ん
で
い
た
が
、
二
〇
〇
七
年
に
は
ほ
と
ん
ど
の
家
屋

が
レ
ン
ガ
造
り
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
瓦
屋
根
の
家
に
変

わ
っ
て
い
た
。
通
り
に
入
っ
た
と
き
に
、
間
違
え
て
別

の
と
こ
ろ
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
か
と
、
我
が
目
を
疑
う

ほ
ど
の
変
化
で
あ
っ
た
。

　

一
九
世
紀
以
来
南
イ
ン
ド
の
水
田
村
落
で
は
、
バ
ラ

モ
ン
な
ど
上
位
カ
ー
ス
ト
の
土
地
所
有
者
層
が
多
く
の

耕
地
を
所
有
し
、
指
定
カ
ー
ス
ト
な
ど
の
下
位
カ
ー
ス

ト
の
村
民
は
農
業
労
働
者
や
小
作
人
と
し
て
劣
悪
な
条

件
で
耕
作
労
働
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
村
の
指
定
カ
ー

ス
ト
の
人
々
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
団
結
し
て
ス
ト

ラ
イ
キ
を
行
っ
て
小
作
権
を
獲
得
す
る
な
ど
、
闘
い
を

通
し
て
村
落
有
力
者
層
の
支
配
か
ら
の
経
済
的
社
会
的

な
自
立
性
を
高
め
つ
つ
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
に
は
、

バ
ラ
モ
ン
の
土
地
所
有
者
層
で
は
、
都
市
の
職
業
に
就

く
世
帯
が
増
え
、
農
地
所
有
を
減
ら
し
つ
つ
あ
っ
た
。

他
方
、
指
定
カ
ー
ス
ト
の
世
帯
も
、
零
細
と
は
い
え
小

作
地
を
持
ち
、
隷
属
的
な
長
期
雇
用
の
農
業
労
働
者
に

な
ろ
う
と
い
う
者
は
非
常
に
減
る
な
ど
、
自
立
へ
の
志

向
を
強
く
示
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
下
層
階
層
の
人
々

の
生
活
は
、そ
の
貧
相
な
家
屋
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

惨
め
な
も
の
だ
っ
た
。

　

指
定
カ
ー
ス
ト
の
家
の
中
に
入
る
と
、
も
っ
と
大
き

な
変
化
に
驚
か
さ
れ
た
。
こ
の
カ
ー
ス
ト
の
世
帯
の
ほ

と
ん
ど
に
水
道
が
入
り
、テ
レ
ビ
は
五
四
％
に
、携
帯
電

話
は
四
三
％
の
世
帯
に
入
っ
て
い
る
。
バ
イ
ク
で
さ
え

も
一
五
％
の
世
帯
が
所
有
し
て
い
た
。
い
く
つ
か
の
皿

と
鍋
と
、紐
に
つ
る
し
た
数
枚
の
衣
服
、壁
際
に
お
い
た

マ
ッ
チ
箱
程
度
し
か
家
の
中
で
目
に
入
ら
な
か
っ
た
一

九
八
〇
年
時
点
を
思
い
出
す
と
、
隔
世
の
感
が
あ
る
。

村
の
中
に
は
二
つ
の
結
婚
式
場
が
で
き
た
が
、こ
の
村
の

指
定
カ
ー
ス
ト
も
式
場
で
の
結
婚
式
を
行
う
と
い
う
。

一
九
八
〇
年
に
は
村
の
有
力
農
家
の
男
子
は
、
刈
入
れ

が
終
わ
る
と
ケ
ー
ラ
ラ
州
の
寺
院
な
ど
へ
の
巡
礼
旅
行

を
行
っ
て
い
た
が
、
今
や
指
定
カ
ー
ス
ト
か
ら
も
そ
う

し
た
巡
礼
の
バ
ス
旅
行
に
参
加
す
る
者
も
で
て
き
た
。

　

一
九
八
〇
年
前
後
に
は
、
我
々
の
調
査
チ
ー
ム
以
外

に
、
い
く
つ
か
の
チ
ー
ム
が
タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
村
落

の
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
調
査
関
連
者
な
ど
が
そ
れ
ら

の
村
を
再
調
査
し
、
そ
の
報
告
論
文
が
い
く
つ
か
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
す
べ
て
が
、
上
位
カ
ー
ス
ト
な
ど

旧
来
の
村
落
有
力
者
層
の
村
落
支
配
力
が
弱
化
し
、
指

定
カ
ー
ス
ト
な
ど
村
落
の
下
層
階
層
の
自
己
主
張
の
強

化
や
社
会
的
経
済
的
地
位
の
上
昇
が
驚
く
ほ
ど
進
ん
だ

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
村
に
よ
っ
て
は
、
大
土

地
所
有
者
層
も
農
業
労
働
者
階
層
を
思
う
よ
う
に
動
員

で
き
ず
、
労
働
者
の
不
足
と
反
抗
や
労
働
賃
金
の
上
昇

な
ど
大
き
な
「
労
働
問
題
」
に
悩
ま
さ
れ
、
今
や
誰
も

村
落
を
統
制
で
き
な
い
、
と
い
う
。
か
つ
て
は
バ
ラ
モ

ン
な
ど
が
村
落
の
土
地
の
大
半
を
所
有
し
て
い
た
あ
る

村
で
は
、
指
定
カ
ー
ス
ト
が
今
や
村
内
で
最
大
の
土
地

所
有
者
層
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
村
落
を
調
査
し
た
、

著
名
な
研
究
者
の
ジ
ョ
ン
・
ハ
リ
ス
ら
は
、村
で
は
「
社

会
革
命
」
が
起
こ
っ
て
い
る
、
と
い
う
。
農
村
社
会
の

下
層
階
層
の
耐
久
消
費
財
の
購
入
は
、
農
業
労
働
者
の

賃
金
上
昇
と
自
立
と
「
社
会
革
命
」
の
象
徴
的
な
表
現

で
も
あ
る
。

　
「
社
会
革
命
」
は
、
タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
だ
け
で
は

な
く
、
イ
ン
ド
の
か
な
り
の
地
域
で
進
度
に
差
異
は
あ

れ
、
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
農

村
の
社
会
経
済
変
動
と
そ
こ
か
ら
発
生
す
る
広
範
な
消

費
需
要
は
、
現
在
の
イ
ン
ド
の
高
度
成
長
を
支
え
る
重

要
な
支
柱
と
な
っ
て
い
る
。

柳 澤 　 悠

「社会革命」の進む南インド農村社会




